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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 

2018-2019年度クラブ方針 

 Take Action and Enjoy! 
   行動を起こそう！そして楽しもう！    

次回のお知らせ 

了後のミーティングと本当にご苦労おかけしますが、引き続

き、よろしくお願いいたします。 

 次に全体のタイムスケジュールです。前回と同じように１１

時から文化福祉センターにて準備を行います。１２時３０分

から例会場で例会を行い、１３時に文化福祉センターに移

動し１３時３０分から事業開始です。冒頭に望月市長から学

生たちへのメッセージを頂きます。そのあとチームの発表会

に移り、全チーム発表ののち、和歌山大学 木川准教授か

ら今回の事業に対する感想を頂き、優秀賞の発表を行いま

す。表彰についてはグループの仕上がり具合を見ながら数

を決めていきたいと考えます。そのあと後援団体からもコメン

トを頂き、最後に上野山英樹特別委員長から総評と閉会の

言葉を頂きます。発表チームの数が全チーム数（１２）になる

と時間がタイトになりますので、速やかな交代等の配慮が必

要になると考えます。また、当日の会員皆様の役割につい

ては別紙の役割分掌表をご覧ください。レイアウト表もお配

りしていますのでご確認ください。当日は各学校の先生や数

人の生徒などオブザーバーでのお客様も見込まれていま

す。どうか皆様のご協力の元、事業終了までよろしくお願い

いたします。 

 

（嶋田（崇）幹事） 

１．第２回定例理事会報告 

＜報告＞ 

 ①紀文まつり実行委員会へ１万円の寄付(例年通り) 

＜議事＞ 以下の９項目全部承認。 

 ①８・９月の例会プログラムの件 

 ②７月試算表の件 

 ③ロータリーデー発表会の件 

 ④有田３クラブ親睦ゴルフコンペ、夜間家族例会の件 

 ⑤前期ＩＤＭの件 

 ⑥第２分区クラブ会長・幹事懇談会、第２分区ＩＭの件 

 ⑦会員増強クラブフォ－ラムの件 

 ⑧ロータリーの友事務所､編集長 野崎恭子様の件 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２８８１回例会） 

平成３０年８月９日(木）  

（上野山（栄）会長） 

 

（上野山（栄）会長） 

「発表会に向けて」 

 本日も会長の時間をロータリーデーの発表会の説明に変

えさせていただきます。 

 先ずは先日のワークショップのメンバーや進捗状況など

が記載されている９枚の資料をご覧いただきたいと思いま

す。皆さんとお知り合いのお子様はいませんか？ぜひ確認

ください。大まかな目標を決め進めているグループ、そうで

ないグループと様々ですが、前回のワークショップで考えた

ことに意義があると思います。 

 ワークショップに臨むまでに、グループ内である程度の夢

や目標を定め参加したグループは、具体的で動きが早かっ

たでしょう。時間がない中で、ある程度決めてまとまりをつけ

たグループもある一方で、逆にしっかりと個々人から夢を吐

き出してもらったグループについては、まとまりがつきにくく

なっています。どちらが良かったのか正解はありませんが、

ゴールが決まっている以上、発表でのプレゼンテーション

ができるように導いて欲しいと考えます。 

 当初は１４グループで申し込みがありましたが当日の話し

合いで１２グループにまとまり、現時点で発表できそうなの

は、そのうちの半分の６グループです。６グループの内容で

すが、①有田市をPRするホームページの作成 ②有田の

プロモーション動画作成 ③職業講演会の開催、地元イン

ターンシップの仕組みづくりと企業説明会の開催 ④みか

んカフェ運営 ⑤SNSによる「女子にうけるまち」発信 ⑥高

校球児による有田ツアー企画 です。すでに数回の打ち合

わせを行っているところもあります。他のチームにおいても

学生達と向き合って、良い方向に導いていきたいと考えて

います。テーブルリーダーの会員皆様には、本日も例会終

  平成３０年８月２５日 第２８８２回 

・外部卓話：望月 良男 氏（有田市長） 

 「子どもたちへの市政メッセージ」 

・ソング：「四つのテスト」 

  平成３０年８月３０日 第２８８３回 

・クラブ協議会 

 

・ソング：「我等の生業」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２８８１ Nｏ． 

 幹事報告  

会長の時間 

島 海碩 書 

担当：丸山委員・中村委員 



２ 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

 ⑨新職業分類→建築・リフォーム工事業 

２．次週8/16(木)はお盆のため休会、再来週8/23(木)は

8/25(土)に変更。８/25(土)の例会は12時30分～13時

(紀州有田商工会議所6Ｆ)、ロータリーデーは13時30分

～16時30分(有田市文化福祉センター) 

 

 

（丸山R広報委員） 

＊ロータリーの友誌８月号 

会員増強、米山記念奨学事業の紹介 

 

 

＊親睦活動委員会（石垣（泰）委員長） 

 ①有田３クラブ合同ゴルフコンペ出欠の件 

 ②９月家族夜間例会出欠の件 

＊ロータリーデー部会（川口委員長） 

 ①8/25開催のロータリーデー発表会の説明 

 ②本日、例会終了後、ロータリーデーテーブルリーダー

ミーティングを開催します。 

 

（木本例会運営委員長） 

本日の会員数３０名  

  （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２４名 

  （出席規定免除会員８名）  

      ８２．７６％ 

７/26    ８３．３３％ 

ＭＵ：なし 

 

（松村ＳＡＡ） 

上野山(栄)君：本日の会員増強フォーラム、皆様のご意見

よろしくお願いします。息子が一昨日行われた中学バス

ケ近畿大会で準優勝しました。全国大会の応援に山口

へ行ってきます。 

嶋田（崇）君：應地先生、本日のクラブフォーラム、宜しくお

願いします。特に前半の應地先生のお話がとても楽し

みです。 

中村君：周年記念事業には会議などが重なって参加出来

ず申し訳ございません。本日のクラブフォーラム、勉強さ

せていただきます。 

児嶋君：会員増強フォーラム、皆さんよろしくお願いしま

す。 

木本君：本日の会員増強フォーラム、宜しくお願い致しま

す。 

川口君：会員増強フォーラム、初めてですので教えて下さ

い。 

中元君：本日の会員増強フォーラム、よろしくお願いしま

す。 

丸山君：会員増強フォーラム、よろしくお願いします。有田

市の若者が未来に希望を持てるよう皆でがんばりましょ

う！ 

橋爪（誠）君：箕島高校生担当「チーム平ちゃん」 8/25の

発表、準備完了しました。 

松村君：会員増強フォーラム、会員組織委員会のみな様、

よろしくお願いします。 

 

 

 

会員組織委員長 應地 正章 君 
 

 私は会員増強を目的とした組織

は必要ないと考えております。会

員が個々にこの人が素晴らしいの

でロータリーに入って欲しいと思

い、声をかけるのは何も問題ありま

せんし、当然のことだと思っていま

す。これを組織だってする必要は

ないと思っているのです。この力を

他のことに回したらもっと素晴らしいことが可能になると思

います。あくまで会員増強は結果であり、それが目的で

あってはならないと考えるからです。「あの人が入会してい

るから、私も入会してあの人のように立派な人になりたい」

そう思って入会してくれる人が現れるのが理想です。 

 歴史をさかのぼってみますと 100年以上のロータリーの

歴史の中で増強という言葉がなかった年度が一度だけあり

ます。おわかりですか？それは創立時の1905年だけで

す。1906年から早くも増強という考えが出てきております。

執拗に会員増強を迫ってくるRIに対して、反論を唱える人

も決して少なくありません。RIの方針に従ってクラブに会員

増強を伝達すべき立場にあるガバナーの中にも、会員の

量よりも質を重んじた発言記録が数多く残されています。こ

れは特に日本に多いように感じます。 

 古い話ですが、1930年7月25日の米山梅吉のガバナー

月信にはこんなことが書いてあります。「日本には米國其

他の國に行はるゝ如く一擧に多数のクラブを設立し、無暗

に會員の増加を計るを得策とせずとの意見あり。」 また

1931年の同じく米山梅吉のガバナー月信には、「11年前

日本に於けるロータリー・クラブ創立の當初より、我等の[量

よりも質に於て]との理想はロータリー自体の理想と共に固

守せられて今日に及べることは、諸君と共に相顧みて満足

を感ずる次第なり。我が第70區内には僅かに11のクラブを

有するに過ぎざるは、量に於ては少なきに失すとなすもの

あらむも、質に於ては諸君と共に之が倍数のクラブに匹敵

して遜色なかるべきの自信を有す」と述べています。 

 増強を主張する会員は増強しなければ事務所の維持費

が大変だとか、お金がないと大きな事業が出来ないと良く

言います。勿論会員数の多い方が、会費に対する事務費

などの固定費の割合が少なくなりますし、会員卓話も豊富

ですし、講演料の高い外部のスピーカーも呼ぶことができ

ます。しかし奉仕活動も自分のクラブに合ったことをすれば

よいのであって、大規模な奉仕活動をしたから素晴らしい

のではありません。中身の問題です。その奉仕活動で会

員がどれだけ自己研鑚が出来たかが問題なのです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 卓話の後、参加者が4班に分かれ、有田ロータリークラブ

に勧誘したい人物の洗い出しと増強についての意見交換

をした。 

＜上野山(栄)会長より＞ 

 会員の皆様には有意義なお話し合いの中で新会員候補

を具体的に掲げて頂きました。会員組織委員会の今回の

フォーラムのおかげで、本年度増強目標の3名を達成でき

ると確信いたしました。感謝とともに今後も皆様のご協力を

お願いいたします。 

 

クラブフォーラム 

ロータリー友誌 

委員会報告 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

閉会・点鐘 （上野山(栄）会長） 


